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伊藤研一先生を偲ぶ 
 
 
                            経営学部 福 田 市 朗 
 
 
 伊藤先生と最初にお会いしたのは、昭和から平成へと年号が改まった年であった。心理学を
専門とする私と異なり、経営情報学部の基幹科目である“経営学総論”や“経営管理論”を担
当する先生は学部にとってはなくてはならぬ大黒柱であり、期待も大きかった。 
 伊藤先生についての最初の印象は、人好きであり、誰もが親しめる優しさと包容力をもった
人という印象であった。他者に対する優しさと包容力は学生に対する指導力として発揮される
ことになる。顔や名前、さらに特徴などをよく覚えておられ、学生の一人一人を捉えて接する
姿は驚嘆に値する。 
 しかし、研究に対しては極めて厳しかった。研究の成果を学術雑誌（レフリードジャーナル）
で競い合う経済学や心理学などと異なり、経営学は学部主体の“紀要”において研究成果を発
表することが多い。このことは自分の研究を甘やかす温床ともなりかねない。伊藤先生は、自
らの研究の質の保証を自らの責任において果たすために、人一倍自らの研究に対して厳しい姿
勢で臨まれていたように思う。 
 しばらくして心理学について尋ねられたことがあった。心理学者としてのサイモン（H. A. 
Simon，1916 ～ 2001）についてであり、1960 年代から 1970 年代における「学習理論」から 
「認知理論」へのパラダイムシフトに関するものであった。もちろん、尋ねられたというよりは
“お前はどう思うか”という攻めであり、どう答えたものか判らずにあたふたしたことを覚え
ている。しかし、1978 年、ノーベル経済学賞を取ったサイモンの若き時代が伊藤先生のその当
時の研究テーマであった。認知心理学研究の最先端にあり、思考と意思決定の心理学的な特徴
を捉えながら、コンピューターにおける人工知能について考えているサイモンの知的世界は、
素人目には“ごたまぜ”の世界に映る。経営学を追求する伊藤先生もまた経営学における“ご
たまぜ”の面白さについてよく話していた。そのためか、心理学に対する質問も厳しかったし、
哲学的な考察と科学的方法論に対する関心も深かった。 
 様々な自治体の作業効率を検証することによって組織の「経営行動（administrative behavior）」
を解き明かそうとした若きサイモン。そのサイモンを伊藤先生がどのように受け止めていたの
か。また、サイモンがライフワークとした「経営行動」に何を見ていたのか。出会った当初は、
サイモンの思想的な基盤を追いかけていたように思う。その後、伊藤先生が取り組まれた研究
は、多彩な財務諸表をもとに行われた企業の経営行動に関する統計的な分析研究である。残念
ながら私はそれらの業績についてあまり詳しくないが、1 年に 2 本の論文を書くことを目標と
し、それを実践していたことは知っていた。その成果が学会賞に通じていたことは言うまでも
ない。 
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 最後に、伊藤先生とはよく飲みよく話した。当時、経営情報学部は学生の臨時定員増（臨増）
を機に、新たな学科＜経営環境情報学科＞をつくることになり、連日、話し合いながら書類作
りに奔走していた。先生の部屋にうかがうと必ずサイホン式のコーヒーが出てきた。その香り
は廊下にも漂っていた。夜になると、話し合いはそのまま居酒屋に持ち込まれる。お酒の好き
な伊藤先生はビールに始まり、日本酒にウイスキーとよく飲んでいた。でも、お酒のために乱
れることはなかった。カラオケをすることもなかったが、好きなジャズや好きな歌があったこ
とは確かである。 
 本物を求め、ごまかさない。伊藤先生の魅力はそうした純なところにあったように思えてな
らない。研究者の使命は研究に対する純粋な想いにあると思う。そんな伊藤先生とともに歩ん
だ 20 有余年、改めてお礼を申し上げたい。伊藤先生、ありがとうございます。 
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